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はじめに
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2004年12月道路運送車両法の規制緩和により、青色回転灯装備車（通称：青パト）の運用が始

まった。警察白書（平成24年度版）によると、全国で登録されている青パトは個人車両も含めて約

40,000台ある。当財団では、2008年度から2013年度末までに防犯活動の専用車として、全国150台

を配備してきた。特に、PTAによる子どもの見守り活動や民生委員と協力して行う独居老人の見守り

活動等、地域が一丸となって活動している団体を支援してきたが、活動費用のねん出方法や人材育成

といった課題は尽きない。そのため、青パト活動の実施団体が積極的に情報共有や課題に関する議論

を行う場所を提供するため、2012年に全国で初めての青パトフォーラムを開催した。

第1回目の東京開催では、各青パト団体が事例報告を行い、活動上の問題点や今後の課題について

共有し、活動の改善について議論を深めた。また講師に島田貴仁氏（科学警察研究所）を招き、日頃

の防犯活動の重要性についてアカデミックな視点を用いて講演いただいた。

第2回目の大阪開催では、課題を活動費用のねん出や人材育成に限定し、小俣謙二教授(駿河台大学

心理学部）に、地域ネットワークを構築するためのヒントについて基調講演をしていただいた。分科

会では、青パト活動継続のための資金の獲得や人材育成等について議論を深めた。婦人会と協働して

バザーを実施することにより資金を調達したり、青パトに乗車しなくても活動に賛同してくれる人を

増やしたりすれば、継続的な活動が可能になるのではないかといった意見が出され活発な議論となっ

た。

このようにこれまでの青パトフォーラムでは、青パト団体同士の情報交換による問題点の把握とそ

の解決方法について議論を深めてきた。

今回、福岡市で開催されたフォーラムでは、さらなる青パト活動の発展のため、朴 元奎教授 (北九

州市立大学 法学部 ）に近年の犯罪学の考え方について講義いただき、そういった考えをパトロール

計画に生かすことの大切さについて考えた。また青パト活動を、地域活動の一つとして実施すること

で、防犯活動に対する理解や賛同を得ることができるのではないかという考えのもと、まちづくり専

門家を交えたパネルディスカッションや学生らによるアイデアコンペを行い、地域活動と青パト活動

を組み合わせる活動について話し合った。本フォーラムは、このような先進的事例やアカデミックな

視点を共有し、議論することにより、九州圏内における青パト活動のネットワークを構築するために

開催したものである。

日本財団 公益ボランティア支援グループ
公益チーム 高木萌子



実施概要

１．名 称：第3回 全国青パトフォーラム in 福岡

「青パトで つなげよう 広げよう まちづくりの輪」

２．日 時：2014年3月8日（土）13：00～17：00

３．会 場：福岡国際ホール

４．主 催：日本財団

５．後 援：警察庁、福岡県、福岡県警察、福岡市、北九州市、福岡都市圏

６．参加者数：141名（59団体／112名、来賓他）

７．プログラム

13：00 開会宣言

主催者挨拶 尾形 武寿 (日本財団 理事長)

来賓挨拶 高島 宗一郎 (福岡県福岡市 市長)

南島 彰夫 (福岡県警察 安全安心まちづくり推進室長)

13 : 15 日本財団助成事業について
荒木 憲秀 (日本財団 青パト事業担当)

13：40 基調講演「犯罪低減戦略における地域防犯活動の役割と課題について
～犯罪予防論における新たな展開～」

朴 元奎 (北九州市立大学 法学部法律学科 教授）

14：00 パネルディスカッション
「防犯活動を通じた、地域活性化につながる連携の在り方について」
今泉 重敏（まちづくり専門家、(特) 地域交流センター九州事務所）

大庭 英次（警察・行政関係者、福岡市市民局生活安全部生活安全課）
窪田 浩二 (防犯リーダー、御笠青色パトロール隊）

15：00 休憩・移動

15：15 分科会
Ⅰ.今後の青パト活動の可能性について(学生によるアイデアコンペ)
有馬隆文（九州大学 人間環境学研究院都市・建築学部門 准教授）

Ⅱ.活動の評価について
荒井 崇文 (追手門学院大学 心理学部心理学科 講師)

15：55 休憩・移動

16：10 分科会全体報告

16：30 講師講評

16：50 閉会の辞

17：15 懇親会
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参加者リスト

参加者集計
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団体所在地 参加者・団体名

福岡県 福岡市 飯原校区自治協議会 防犯・交通安全推進委員会

〃 〃 内野校区自治協議会

〃 〃 大楠校区安全パトロール隊

〃 〃 株式会社プリンシプル

〃 〃 げんこじゅく

〃 〃 席田校区防犯推進委員会

〃 〃 だいこんの会

〃 〃 高宮校区青色パトロール委員会

〃 〃 筑校区安全安心まちづくり

〃 〃 堤丘パトロール委員会

〃 〃 堤地区パトロール委員会

〃 〃 東光校区防犯組合

〃 〃 奈多校区自主防犯防災推進会

〃 〃 西高宮校区ミニパト隊

〃 〃 野多目校区自治会

〃 〃 東月隈校区自治協議会

〃 〃 東花畑校区安全パトロール隊

〃 〃 東福岡防犯協会

〃 〃 まちづくり老司協議会

〃 〃 南片江防犯協会

〃 〃 南区高木校区交通安全部会

〃 〃 南区長丘校区青パト委員会

〃 〃 南区長住校区自治協議会青色灯パトロール委員会

〃 〃 美野島校区自治協議会

〃 〃 読売新聞西部本社

〃 〃 男女子育て環境改善研究所「ざ・おやじコミュニティ」

カテゴリー 所在地
団体数 人数

備考
参加 参加

防犯団体

福岡市 26 47

福岡県（福岡市除く） 15 28

佐賀県 1 2

長崎県 2 6

熊本県 2 6

宮崎県 3 3

鹿児島県 1 1

九州以外 13 19 8県

その他・個人参加 - 5

警察・行政関係 - 24

合計 63 141



※NPO法人等の法人格は省略
※参加申込時の参加者・団体名称で記載
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団体所在地 参加者・団体名

福岡県 北九州市 個人参加

〃 〃 大蔵青パト隊

〃 遠賀郡芦屋町 芦屋町自治防犯組合

〃 宗像市 赤間地区コミュニティ運営協議会

〃 直方市 直方地区防犯協会（東校区自治会）

〃 糸島市 ごみゼロ青春探検隊いとしま

〃 春日市 個人参加

〃 筑紫野市 御笠青色パトロール隊

〃 久留米市 宮の陣子ども安全パトロール隊

〃 〃 善導寺コミュニティ振興会

〃 〃 西牟田校区子ども安全パトロール隊

〃 〃 大城校区まちづくり振興会

〃 朝倉市 十文字中学校区防犯パトロール隊

〃 朝倉群筑前町 中牟田町「たすけあう会」

〃 柳川市 柳川市防犯協会

東京都 町田市 金森中央町内会

岐阜県 岐阜市 三輪南地区の安全を守る会

岐阜県 高山市 下岡本町内会防犯パトロール隊

岐阜県 岐阜市 日置江地域防犯パトロール連絡協議会

岐阜県 恵那市 大井町地域防犯パトロール隊

滋賀県 大津市 真野北学区自主防犯推進協議会

京都府 京都市 右京防犯推進委員連絡協議会

大阪府 吹田市 千三地区青色防犯パトロール隊

大阪府 河内長野市 南花台防犯協力隊

大阪府 東大阪市 石切東地区防犯委員会

広島県 東広島市 東広島市防犯連合会

山口県 山口市 じゃがいもの会

佐賀県 佐賀市 兵庫町こどもお守り隊

長崎県 西彼杵群時津町 時津街防犯協会

長崎県 長崎市 たちばな

熊本県 合志市 黒石団地区防犯パトロール隊

熊本県 球磨郡あさぎり町 あさぎり町防犯パトロール隊

宮崎県 宮崎市 個人参加

宮崎県 日南市 心の芽

宮崎県 〃 日南地区防犯協会

鹿児島県 奄美市 奄美青少年支援センター「ゆずり葉の郷」青パト隊

沖縄県 豊見城市 真玉橋自治会



基調講演

「犯罪低減戦略における地域防犯活動の役割と課題について
～犯罪予防論における新たな展開～」

朴 元奎 (北九州市立大学 法学部法律学科 教授）
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犯罪学では、「犯罪低減戦略」という考えがある。

犯罪低減戦略のアイデアは「犯罪が0になること、
犯罪が社会から無くなることはない」ことを受け止
め、「犯罪を出来る限り少なくするにはどうすれば
よいか？」を考える、というものです。

その考え方を基に、今後の青パト活動は、地域
の実情に合わせ、犯罪タイプに焦点を絞った形で
進めていく必要があると思います。

また、地域住民と警察、日本財団のような支援
団体との信頼関係を大切にし、一丸となって具体
的な目標設定を据え、その成果についても、現場
の団体と研究者が手を組み、実証調査研究を行っ
ていくことが必要です。

基調講演では、犯罪低減戦略における地域防犯活動の役割と課題について話をいただいた。
犯罪学というアカデミックな視点から日本の犯罪予防論の始まりから現在に至るまでの歴史を振
り返り、現在社会における青パト活動の意義や役割、そして当面の課題や今後の活動についてご
講演いただいた。

１．犯罪学における犯罪予防論の新たな展開 ～ 犯罪低減戦略への転換

抑止刑論に始まる“刑罰
の威嚇力による犯罪予防”
から、社会的予防モデルへ
の転換、そして環境設計に
よる犯罪予防（CPTED）
へとつながる状況的予防モ
デルへの流れを、それぞれ
の時代に重視された事柄等
を踏まえ、各特徴を紹介。

また、犯罪予防論にお
ける新たな潮流として、
「犯罪低減戦略」に主眼
をおいた取組への展開を
ご紹介頂き、その必要性
と、先例、そして日本に
おける動きを紹介。

■刑罰により犯罪予防モデル
抑止刑論および法執行モデル

↓

■社会的予防モデル
社会的環境を重視したモデル

↓

■状況的予防モデル
犯罪機会理論（意図を持った犯罪者、魅力的な標的、監視
人の不在、の三要素が重なる時間・空間に犯罪が発生しや
すい、とする理論）に裏付けされたモデル

●犯罪低減戦略への転換の必然性
＜プログラム評価、効果的・効率的な支出の運用要請
＜犯罪０を目指す理想主義からの脱却
＜より現実的な犯罪低減論へ

●犯罪低減戦略の先例
＜英国における「犯罪低減プログラム」（1998）

●日本における犯罪低減戦略に対する動き
＜2013年の日本・犯罪対策閣僚会議における提言等

※使用スライド抜粋



基調講演
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３．まとめ

今後の青パト活動の大きな目標としては、地域ごとに違った対策の必要な犯罪のタイプ（ひっ
たくりや自転車盗難など）などに合わせ、青パト活動をそれぞれの地域でカスタマイズする必要
がある（例えば、自転車盗難が多い地域では、盗難の多い自転車駐輪場を考慮したルート作りを
する等）。

また、地域住民と警察、第三セクターや支援団体との密な連携をとっていくことは非常に重要
である。

具体的には、青パト活動による、犯罪が発生しやすい状況が作られにくくする活動を協力して
行うと共に、その活動を通して得られた情報を研究者側が分析し、社会にフィードバックするこ
とによって、バランスがとれた対策を練っていくことが将来的に必要となる。

２．犯罪低減戦略から見た「自主防犯活動」の意義・役割及び課題とは何か

(1)地域防犯活動・自主防犯ボランティア
活動の意義を3つの視点からまとめて
再提示・紹介。

(2)自主防犯活動が犯罪低減戦略の中で持
つことが出来る役割を、治安対策と地
域の連帯再生の２つの視点を用いて解
説。

(3) 自主防犯活動が犯罪の低減に対して効
果があることに対しての理論的根拠を
説明。

(4) 最後に、自主防犯活動が今後直面する
課題について、一般的なものと、日本
の都市が抱える特有のものに分け
犯罪学の知見に基づいて指摘。

■自主防犯活動の意義と役割

意義

●拠点監視活動（パトロール）

●啓発、情報提供活動

●環境整備活動

役割

●地域の安全・安心の確保のため
の運動（治安対策）

●防犯活動を通じた地域活性化、
地域の連帯再生

■自主防犯活動が犯罪低減につながると
される理論的根拠

犯罪発覚
リスクの

増加

社会的監視
力の強化

（間接的な
監視）

物理的監視
力の強化

（直接的な
監視）

犯罪
機会論

抑止
刑論

※使用スライド抜粋



パネルディスカッション
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今泉氏 大庭氏 窪田氏
(まちづくり専門家）(行政関係者) (防犯リーダー)

パネルディスカッションでは、会場の参加者と共に青パトの活動事例や課題につい
て、様々なアイデアを織り交ぜながら具体的な解決方法について話を深めた。福岡県
筑紫野市で青パト活動に取り組む窪田氏の話から、「人・金・活動のマンネリ化」と
いった課題のキーワードが出てきた。

■青パト活動の課題■

人

青パト活動は日々のパトロールによってこそ効果を発
揮するが、活動内容がマンネリ化してしまう。

資金

活動のマンネリ化

実際の活動には、ガソリン代や車検などの費用が発生
するので、資金の確保が活動継続には必要不可欠。

活動の時間帯に合う地域住民の確保（特に若い世代）
が出来ないと、活動を引き継いでいくことが出来ない。

窪田氏： 御笠青色パトロ〓ル隊 には、120名の会員がおり、10台の青パト車を運行して
おります。当団体は、地元の有志によって設立された団体で、車両の購入費やガソ
リン費などは、すべて会費で賄っています。「人」に関する問題は、どの団体にも

共通する課題です。メンバーの高齢化や若者の無関心等といった様々な理由があ
るかと思います。

これは持論ですが、「パトロールは、地味で孤独」だと思うんです。日々の活
動があってこその犯罪抑止力ですが、「だから」こそ活動がマンネリ化し、人にわ
くわく感を与えられないし、資金も集まらない。こういった問題を解決するには、
イベントだと私は思います。

青パトに乗車しなくても、気軽に参加できるイベントを組み合わせていく

ことで、準会員といったサポーターを増やしていくことが大切だと思います。

防犯活動を通じた、地域活性化につながる連携の在り方について



パネルディスカッション
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■かかし作り
かかしをつくり、それ

を地域に置くだけではな
く、青パト車の後部座席
に乗せ一緒に見守ること
で、住民に興味を持って
もらう。かかしを作る人
も協力者になる。

青パト活動を実施するにあたり、単に青パト
車に乗車し、地域を見守るだけでは住民を巻き
込むことは難しいです。

そのため、青パト活動〒他の活動を組み合
わせることによって、住民に関心を持っても

らい巻き込むことは可能であると思います。

その活動内容も、多くの人々が興味を持つこ
とができ、かつ組織としても連携の出来る体制
を築いていく必要があります。

ワクワクする、楽しんでできる活動がいいで
すね♪

紹介事例

■走行マップ作り
今まで青パト活動で走

行した距離を日本地図等
で表示させることによっ
て、達成感や参加者の意
欲向上を図ることができ
る。

■参加者の似顔絵作り
青パト活動参加者の似

顔絵を青パト車に張り付
けることによって、誰が
運転しているのかが分か
りやすく、親しみを持っ
てもらう。

※使用スライド抜粋

新興住宅地等では、共働きの家庭が増え、青パト活動といった地域活動に参加できない若
い世代が増えてきた。どうすれば、より多くの地域住民が活動に参加してもらえるのでしょ
うか。若い世代にも地域の安全について考えてもらいたいのに、なかなか青パト活動を一緒
にする機会がない。防犯団体のメンバーも高齢化しているため、今後の継続的活動が心配だ。
といった声が多くあった。

対策・解決策事例

人について

活動への参加とは、実際に青パトに乗車することだけではない。
小さな楽しみから少しずつ広げていくことが大切。



パネルディスカッション
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青パト活動は、車両の維持費やガソリン代などの費用がかかる。防犯団体や個人負担だけ
では、活動を継続することが難しい。どうすれば、継続的な資金を確保できるのだろうか。

御笠青色パトロール隊は、民選委員によって
設立された団体であるため、他の団体と異なり
自治会費などの安定的な収入がありません。

そのため、会員制度を導入しています。これ
は、青パト活動に参加したい人は会費を払って
会員にならなければ、青パト活動には参加する
ことができないようになっています。

企業による支援として、2014年1月から
福岡県内にある特定のガソリンスタンド青
パト車の給油代などを割り引くサービスが
あります。

これは県内のガソリンスタンドより福岡
県警に要請があり、平成26 年の1 月に実現
しました。

このような企業との連携によって、金銭
面での支援だけではなく、物品の貸し出し

などモノの支援も広げていくことができる
のではないでしょうか。

対象のガソリンスタンドには、右のス
テッカーが貼ってありますよ！

青パトの費用負担は自治会費だけではなく、連携先を広げていくことによって、行政や民間企業や
地域団体など幅広く支援をしてもらうことが大切である。

資金問題への対策

資金について

参考：ガソリン支援
福岡県警察ＨＰより
http://www.police.pref
.fukuoka.jp/seian/seia
n/aopatoshien.html
(2014.5.1現在)

対策・解決策事例

・行政による支援の活用（ガソリンスタンドの割引支援、青パト保険など）
・会員制の導入
・企業から協賛
・物品販売

http://www.police.pref.fukuoka.jp/seian/seian/aopatoshien.html
http://www.police.pref.fukuoka.jp/seian/seian/aopatoshien.html
http://www.police.pref.fukuoka.jp/seian/seian/aopatoshien.html
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活動のマンネリ化は、人材育成にも関係が
あります。青パトは、防犯抑止力として役に
立ちますが、他にもいろいろな活動ができる
のではないでしょうか。

例えば、認知症を患っている方が、迷子に
なってしまったケースでも、青パトが出動し
て探すこともできる。自然災害が起こった時
でも、いつも連携をとって活動をしていたら、
迅速な対応をすることができる。

団体同士の横のつながりを強化しながら
ネットワーク体制の構築を進めていく必要が
あると思います。そこから互いに活動を工夫
する方法を見つけることができるのではない
でしょうか。

どんな活動でも、何らかの変化や発展がなければ、モチベーションは低下してしまう。青
パト活動は、「地域の誰かがしてくれる。」って考えている人も多くいます。でも地域の安
全は、地域全体で守っていくものです。青パト活動を変化させていくには、どうすればいい
のでしょうか。

パネルディスカッションのまとめ

「防犯」を他人事にしないで、自分ごとにしていくことで、地域でいろいろな人を巻

き込む活動に変化してくるはず。地域で活動している他の団体と情報交換をしてみるものい
いですね。

各地域によって、行政の対応や活動の実態が異なるため、全ての地域に共通する普遍的
な方法はない。今後は「公助・共助・自助」の中で、共助の考えが非常に大切になるた
め、活動を通して地域で多くの人を巻き込み、活動に関心を持ってもらうことが求めら
れる。

新たな活動を始めていく上で、それぞれの地域で考えられる資源について、再度考え、
「防犯」という概念にとらわれない活動を考えていくことが必要である。

団体同士の情報交換の場が現在ないため、そのような場の創出にも力を入れて横のつな
がりを広げていく必要がある。

●

●

●

青パト団体 他の団体

地域資源 行政

民間団体や企業

資金・モノ・マンパワー支援 情報共有

支援
地域の特色を
生かした活動

＊青少年育成支
援や民生委員、
NPO団体等

活動のマンネリ化について

対策・解決策事例

＊日本財団等の助成機関、
ガソリンスタンドや整備会
社等の企業
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フォーラムでは２つの分科会を実施した。

分科会Ⅰ
「今後の青パト活動の可能性について」(学生によるアイデアコンペ)

青パトの活動をより広げたい！だけど、新しいアイデアがない！！という問題点がある。
そのような背景から、九州大学の有馬隆文氏と有馬研究室に所属する学生に協力頂き、防犯活動
やまちづくりについて今までの枠にとらわれない柔軟な青パト活動のアイデアを募集した。事前
の 選 考 結 果 か ら 、 本 コ ン ペ で は 下 記 の 3 グ ル ー プ に 発 表 し て も ら い 、 最 優 秀
案をフォーラムの参加者による投票によって選定した。

（１）青パトにあいさつをしてきみも隊員になろう！
所属：九州大学

片平恭介、姜気賢、野口駿、三吉和希、吉田健志

（２）青パトの家
所属：九州大学

金ドン均、指原元樹、松山加菜古、三崎輝寛

（３）青ライト活動
所属：九州大学

小川隆、小川賀位、末吉祐樹、杉野弘明、大和遼

分科会Ⅱ

「活動の評価について」 荒井 崇文 (追手門学院大学 心理学部心理学科 講師)

青パト活動を継続していく上で、活動の評価をどのようにするのかは重要な要素である。そのよ
うなことから、追手門学院大学の荒井氏に講演して頂き、ワークシートを用いた青パト活動の評価
方法、今後の活動に必要なことについて心理学の視点から議論した。
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発表① 青パトにあいさつして
キミも隊員になろう！

１．提案の内容
青パト活動の課題として、「認知度が低い」

ことが挙げられ、子供たちをターゲットとして
青パトの認知度を上げます。
青パトを見た子どもたちが、青パトにあいさ

つ（敬礼）をすることで、青パトをモチーフに
した缶バッジが貰え、「青パト子ども隊員」に
任命され、子どもを中心に青パトに参加しても
らう活動である。対象は小学生の低学年、中学
年を対象としている。もらった缶バッジをラン
ドセルや筆箱など、自分の持ち物に付けること
で、その子の友達やその子の親にも青パトを知
ってもらい、青パトの認知度が広がっていく。

２．活動の流れ
①この「青パトにあいさつしてキミも隊員になろう！」という活動を広めるために、ポスターを

PTAと協力し、パトロールする地域や小学校に張ってもらい、小学生を中心に広めます。その
際に各クラスの担任の先生からもこの活動を説明してもらいます。

②青パトに興味を持った小学生に活動が広まり、青パトに挨拶してシールを９枚集めて、缶バッ
ジをもらい、青パト子ども隊員に任命されます。

③その缶バッジをもらった小学生は、それをランドセルなど自分の持ち物に張ったりすることで、
他の小学生を巻き込み、さらに活動が広がります。また、その子どもの親にも青パトという活
動を知ってもらうきっかけとなります。

参加者の高齢化
人材不足

認知度
活動費用

青パト活動の問題点

子どもたちにアプローチすること
で青パト活動の認知度を上げる
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３．かかる費用
本提案を実施するに当たり、必要になる費用としては、ポスター印刷代が約3万円と缶

バッジが1000個で4万円（1個あたり40円で計算）であり、費用負担が小さいため気軽
に始めることのできることが強みです。

④また缶バッジも色によって３階級、青や赤、銀や銅、金などかあり、金の缶バッジをも
らうにはこの活動を３回繰り返す必要があります。

⑤これにより、幅広い年代の方に知ってもらうことで青パトの認知度が向上し、現在問題
となっている高齢化活動や活動資金の不足を解消することができると考えられます。

啓発ポスターイメージ
缶バッジイメージ

分科会Ⅰ 「今後の青パト活動の可能性について」 ※発表資料
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発表② 青パトの家

１．提案内容
日本の空き家・空き地の増加は、防犯・防災

面から地域住民への不安をもたらす。
→空き地においてコンテナを活用した青パトの
拠点施設（青パトの家）をつくる提案。

2.海外での事例
韓国では、コンテナを活用したパトロールの

拠点施設が存在している。
韓国のコンテナ施設：パトロール時以外におい
ても地域住民が気軽に利用できるように工夫。
⇒コンテナの購入に関しては、警察からの補助
や住民からの寄付金によって資金を賄ってい
るなど住民の地域へ貢献したいという思いが
強いことが活動の継続につながっている。

3.コンテナの入手方法
コンテナの価格は中古でも20万円程度かかり、

かつ施設内の設備などにも資金かかる。そのた
め、民間企業や地域の団体に対して協賛を呼び
かけ、コンテナや青パト車両に広告等を掲示す
る代わりに資金の補助してもらう。

4.青パトの家の設置場所
地域にある空き地を考慮し、特に犯罪件数の

高いところに設置する等、程良く散らすことで
まちの防犯機能を高める。

交番との連携が取れるように分散配置にする

青パトの家イメージ図

分科会Ⅰ 「今後の青パト活動の可能性について」 ※発表資料
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5.青パトの家の特徴と多機能を持たせる工夫

①避難場所：
小学生が下校する時間帯を中心として、「青パトの

家」に住民が駐在することによって児童や生徒に何か
あったときに緊急の避難場所としての役割。

②犯罪掲示板：
「青パトの家」の中にホワイトボードなどに貼り付け

た地域の犯罪情報に関する掲示板を設け、地域住民が自
由に情報を記入。
＊掲示板を目立つ場所に置くことで、地域の安全に関す
る情報を共有しやすくし、その情報を元に青パト巡回
時におけるルートは実施者に委ねる。

③子どもによるペイント：
コンテナには地元の子どもたちにイラストを描いても

らうことで、子どもたちに親しみを持ってもらいます。
明るいデザイン⇒住民が不安な地域においても安心して
もらう。

④ブックカフェの併設：
青パト交番の中に本棚を設け、そこに地域の住民が不

要になった持ち寄った本を自由に持ち寄り、本を貸し借
りすることで住民同士の交流を図る。

6.まとめ
青パト活動及び青パトの家を継続していくためには、

資金の確保が重要でありそのためには地域住民の理解が
必要です。地域住民の理解を得るために、青パト活動の
みだけではなく「青パトの家」を拠点として様々な活動
を広げていくことによって青パトに対して理解をより深
めてもらいます。

※使用スライド抜粋

青パト出動時意外において
も、青パトの家に多機能を
持たせることで、住民が気
軽に青パトの家を利用でき
るようにします。

分科会Ⅰ 「今後の青パト活動の可能性について」 ※発表資料
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発表③ 青ライト活動

１．提案内容
青パト活動で改善すべき点を考える際に、犯罪者の立場になって「本当に青

パトが脅威に感じられるのか」を想像して考える必要があります。そうするこ
とによって、以下の問題を挙げることができます。

・ 定 時 で 決 ま っ た ル ー ト を 走 る 青 パ ト は 、 対 策 を 取 ら れ る と 無 力 。
・ボランティアによる参加なので、深夜～朝の時間帯は活動する人がいない。
・数の限られる青パトで、住民が望む全ての場所を回るのには限界がある。
・青パトの運転には青パト免許が必要であるため、手軽に参加できない。
・働いている社会人の参加は難しいため、若い世代の参加者が増えない。

犯罪者の立場で問題
を考える

青色の光を発するセンサーライトを地域で共有し公道に向けて設置
しょう！

青パトを「車」と「ライト」に分けて考えると可能性が大きく広がります。従来は「青パ
ト活動を行うのは、青色の回転灯を付けたパトロールカーだけ」でしたが、上の提案により
「その道を通る全ての車が、青パトのような存在になる」と変わります。私たちは、この提
案を「青ライト活動」と名付けます。

地域に数台しかない青パト 地域にある全ての車
地域に数多く設置された
青色のセンサーライト

２．提案の特徴
この「青ライト活動」には大きな特徴があります。それは手軽さです。以下の

ような手軽さがあり、どの地域でも簡単に取り組めます。

・青ライトはひとつ千円程度からあり、低予算で始められます。
・既製のライトに青いフィルムを巻くだけでできる。
・活動の規模に合わせて、必要に応じて導入できます。
・電源コードで動くタイプではなく、乾電池式、太陽光式のも

のにすることで、地域内の移設を簡単に行うことができます。
また、管理も極めて簡単です。

・センサーライトを期間限定で貸し出すことも、複数の自治体
で共有することもできるので、活動の汎用性が高いと言えます。

乾電池で動くセンサーライト例

分科会Ⅰ 「今後の青パト活動の可能性について」 ※発表資料
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３．提案の効果

■ひとつのライトで複数の効果を見込めます
ただその場所を通るだけで、地域を青色のライトで照らすことができます。つまり、全ての

人が極めて気軽に青ライト活動に参加することになります。この参加しやすさこそが、従来の
青パトでは実現できない特徴であり、青パト活動の認知度を高めます。

自分の車に乗るだけで活動に参加できる 歩行者は自分の周辺が照らされると安心する 犯罪者は目立つことを嫌がる

■青ライトと青パトが連携することで、街全体を見守ります
青ライトと青パトの連携により、犯罪者を遠ざける街を作ることができます。犯罪者の立場

になって考えてみましょう。どういう地域を嫌がるでしょうか。「いつ、どこで、自分が目立
つか予想できない地域」には近づきたくならないはずです。青ライトは車や人に反応して青い
光を発するので「いつ自分が目立つか予想できない地域」を作ります。また、青ライトと青パ
トの配置を変え続けることで「どこで自分が目立つか予想できない地域」を作ります。

青ライトによる「点」としての防犯 青パトによる「線」としての防犯 青ライトと青パトによる「面」としての防犯

■防犯専用回覧板により地域全体で情報を共有します

町内回覧板と合わせて地図付きの防犯専用回覧板

を回し、地域の情報共有と青ライト設置場所の決定
に役立てることができます。

様々な個人の意見が反映される

さらに、警察と連携
し、定期的に情報を共
有することで防犯意識
を高め、同時に青ライ
ト活動のソフト面をカ
バーします。
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結果
学生によるアイデア発表の後、当フォーラムに参加した各団体1票ずつ投票を実施した。結果は「青パ

トにあいさつしてキミも隊員になろう！」案が25票を集め最優秀賞を受賞した。

講評

九州大学有馬隆文氏から各グループのアイデアについて講評を行い、各グループについて下記の意見が
挙がった。

九州大学人間環境学研究院准教授 有馬隆文氏

①隊員になろう
・シールと缶バッジを作るのみなので、費用もあま
りかからず、実現性が最も高い

・子どもを活動に巻き込むことは、子どもたちにも
関心をもってもらい、将来の防犯活動の担い手を
作る観点からも興味深い。

②青パトの家
・青パト拠点の場ができることによって、活動の様
子が青パト巡回時以外においてもわかりやすい。

・費用面で課題があるが、韓国では実施済みで、日
本でも行うことは十分に可能である。

③青ライト活動
・青パトの活動は一般の人々にとっては敷居の高い
活動であるが、この活動によって参加範囲が広が
る。

・全国的な重大事件が地域の犯罪不安につながって
いるということもあり、犯罪専用回覧板によって
地域の犯罪情報について知ることができ体感不安
を低下させることにつながる。

0

10

20

30

隊員になろう 青パトの家 青ライト活動

獲
得
票
数

7
1125

総評
今回学生が発表した内容は、それぞれ内

容や方法は異なっているが、地域全体とし
てどのように青パト活動を広げていくのか
という共通の視点があった。今回出た案を
参考とし、各団体がオーダーメイドで新た
な青パト活動を実施することによって、良
好なコミュニティをつくるきっかけを与え
ることが期待される。

青パトコンペ投票結果
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※使用スライド抜粋

犯罪者は犯罪で得られるメリットが犯罪にかかるリ
スクよりも大きい場合に犯罪を行う傾向がある。
＝犯罪者が犯罪を犯す試行経路には様々な判断を
している。
（例：空き巣において犯罪者は最初に地区選択
し、その後地区内における街路選択、敷地選
択、建物選択の順に選択し、犯罪を行ってい
る。）

⇒青パトの効果・・・地区選択や街路選択におい
て効果がある。

②合理選択理論

③割れ窓理論

マナー違反や維持管理が欠如した場所があると、そ
の場所は犯罪者にコミュニティが薄い場所であるとい
うことを示すことになり、犯罪を実施しやすくなる。
そのため、青パトでこのようなマナー違反等について
も見守る必要性がある。

犯罪機会が生まれる場所の傾向として、能力をもっ
た守り手がおらず、動機付けられた犯罪者と犯行対象
が遭遇する場所で起きやすい。
⇒地域で犯罪場所が生まれる場所を探し、そこを
重点的に見守る必要性がある。

①日常活動理論

犯罪に関わる3理論

青パトの評価方法の前に、青パトを含めた防犯活
動を考える上で必要となる犯罪に関する3理論につ
いて説明をして頂いた。

荒井 崇文 (追手門学院大学 心理学部心理学科 講師)



分科会Ⅱ 「活動の評価について」

20

活動の評価方法 第一の次元

防犯活動の評価・・・何を目標に設定するかどうかで何を結果とし、評価するのかが異な
る。

＞＞＞青パト活動：犯罪件数が減少せずとも、住民の安心感のための活動であれば、それが結果とな
り評価につながる。

■大事なポイント！■
犯罪認知件数の変化や住民の犯罪不安の軽減などの結果（アウトカム評価）のみに注目せず、それに
至るまでの過程の評価（プロセス評価）についても考慮する必要がある。

※使用スライド抜粋

活動の評価方法 第二の次元

集団のリーダーになった時に、どのようなリーダー
シップととるべきかについてとその評価方法について説
明をして頂いた。

※使用スライド抜粋

防犯活動の活動中断をもたらす要因
（過去に実施された調査で最も多かった回答）
●「メンバーの高齢化」
●「仕事との両立」

⇒詳細に分析してみると、防犯活動が継続できている団
体と出来ていない団体がそれぞれ抱えている問題に違
いが見られた。

最も違いが表れたもの＝メンバー間の関係
＞＞＞メンバー間の関係があまり良くない状態が続いて

しまうと、活動の継続に支障をもたらしてしまう
可能性が高くなる。

★集団のリーダーはメンバー間の関係についても考慮し
て活動を実施していく必要がある。
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青パトの活動の評価に関して、第一の次元に挙げた「過程の評価」と「結果の評価」に加えて、「集

団の満足度評価」の視点も加える必要性がある。
■集団の満足度を考える上で、リーダーには求められる役割■
①目標を達成するために先導的に集団を引っ張っていく能力（Ｐ機能）
②集団の雰囲気を調整する能力（Ｍ機能）

⇒これらの能力を把握する方法として本フォーラムでは、ワークシートを用いて実施した。

PM理論ワークシート

①１）～１６）の設問に対して最も当てはまるもの
に丸印をつける。

②偶数番号の設問の回答項目の総計を算出（P得点）
奇数番号の設問の回答項目の総計を算出（M得点）

③算出したＰ得点とＭ得点を各16点を基準として4つ
のパターンに分類できる。

※今回実施した方法は、厳密な調査方法とは異
なるが簡易的に調査できるものとして実施した

Ｍ得点

16点未満 16点以上

P得点
16点以上 pM PM

16点未満 pm Pm

PM理論ワークシートの流れ

※使用スライド抜粋
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分科会Ⅱまとめ

青パトの活動によって、犯罪が減ったかどうかや安心感が増
加したかどうかについて評価をしてするだけではなくその過程
でどのような事柄が行われていたのか、どういう過程を通して
得られた結果だったのかが分からなければ青パト活動の改善の
余地を見つけることは難しいため、結果だけにとらわれるので
はなくその過程にもしっかりと目を向ける必要性がある。

また、過程と結果だけを気にするのも駄目であり、内部の満
足度にも目を向ける必要性があること、集団の満足度が低い集
団や人間関係がよくない団体では、活動が長続きしない傾向が
あること、そして活動を継続させていくまためには、そのパ
フォーマンスとその団体を存続させるために集団自体の満足度
（メンテナンス）に目を向ける必要性がある。

今回のフォーラムで出た講評やアイデアはすぐに実行するの
ではなく、今後、青パトを継続させていくために必要になる
きっかけ作りとして考えるべきである。

集団のリーダーに求められるもの

●団体に必要なことを把握

●P機能とＭ機能の両面か
ら評価

●集団の満足度についても
考えていく

※使用スライド抜粋
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「青パト事業に関する調査」概要

実施年月日：2013年10月9日
対象団体 ：114団体

(青パト活動実施団体のみ)

回収団体 ：90団体
回収率 ：79％

日本財団助成の専用車導入前後での活動状況の変化

①活動回数や活動頻度が増えた ② 隊員数や会員数が増えた

44%

22%

29%

4%

69%

21%

9%

1%

38%

35%

27%

0%

57%
34%

9%

0%

③ 活動内容が広がった（増えた） ④ 活動区域が広がった

58%
32%

10%

0%

⑤ 隊員の士気が高まった ⑥ 犯罪や交通事故が減った ⑦ 住民の防犯意識が高まった ⑧ 住民から感謝の声等が寄せられた

38%

46%

16%

0%

53%
43%

4% 0%

64%

32%

4% 0%

⑨地域内の連携が広がった ⑩地域の活性化につながった

51%
37%

12%

0%

69%

24%

7%

0% 当てはまる

どちらかというと当てはまる

あまり当てはまらない

まったく当てはまらない

青パト導入によって地域における犯罪件数は
減少したと回答した団体が８割強あり青パトが
犯罪に効果があると考える団体も多いことが考
えられる。

青パト活動の実態把握をするためのアンケート結果（日本財団実施）

青パト活動は車両を用いるため、従来よりも
広範囲の活動をするようになった団体が約７
割、活動階数が増加した団体が約９割も存在
し、青パト導入によって地域の防犯活動がより
活発になったのではないかと考えられる。

地域間の連携の向上や地域の活性化につな
がったという意見も多く、単に犯罪件数だけで
はなく地域間の連携の向上や犯罪意識の向上な
どの副次的効果も表れている。



参考資料「青パト活動の実態調査」

24

・不審者案件の減少
・ひったくり案件の減少
・参加団体の増加
・防災、広報活動での活用
・活動エリアの拡大、充実
・音声による防犯啓発効果
・住民からの理解、信頼
・近隣地区への車両の貸出

・住民が気軽に相談
・防犯講習会への参加者増
・若者の参加者増
・警察、学校との連携強化
・地区の問題点の明確化
・視覚的な防犯効果
・住民からの活動費協力
・警察、自治体からの表彰

財団助成の青パト導入による成果

・地域活動への参加
・合同パトロールの実施
・警察内部（防犯と交通安全）の連携不足
・事件などの具体的な情報配信

・行政との連携不足
・他の防犯団体との連携
・行政の援助不足
・活動費用、維持買替費用
・高齢化、若手育成
・隊員入替による意識温度差

困っていること

警察との連携要望

今後の取組予定財団への要望

・安全指導への活用
・パトロール回数増
・地域行事への活用

・災害時への対応
・介護タクシー
・コンビニへの立寄

・２台目の追加申請
・全国的な台数の増加
・現行車両買替時の支援

日本財団助成による青パト導入前後の刑法犯罪発生(認知)件数の変化



参考資料「日本財団の助成制度について」

助成内容

対象: 任意団体・法人格のある団体（2年程度の活動実績が必要になります。)

助成金の補助率：事業費総額の80％以内で、助成金の上限金額は130万円です。

※対象経費

車両購入費、塗装費、青色回転灯に係る費用等
（任意保険料や燃料費等は、経費として含められません。)

2013年度までの助成実績（2013年10月現在）

2014年度 審査のポイント

①自治体やPTA等といったさまざまな団体と協力して活動する可能性がある。

②週5日以上の活動が見込める。

③地域や団体の特性を生かした工夫や計画がある。

申請について

2013年6月・9月頃に審査期間を設けておりますので、それぞれの配備時期に合わせて

ご申請ください。なおご不明な点については、お気軽に担当者までご連絡ください。

詳しくは、ブログ「チーム青パト」をご覧ください。
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全国で、150台の青パﾄを配備

エリア別：
関西エリア 33台
関東エリア 24台
中部エリア 29台
中国・四国エリア 18台
東北・北海道エリア 4台
九州・沖縄エリア 43台

事業実施地

事業未実施地

（ ）内は台数
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今回、青パトフォーラムに参加させて頂き、住民活動でもある青パト活動の難しさとい

うものを改めて実感しました。今回のフォーラムの意見や課題は青パト活動だけではなく、
その他の住民活動においても共通するものがあるのではないかと感じました。それ故、青
パト団体以外の住民活動団体などと幅広く連携をとることによって解決への糸口が見つか
るのではないかと思いました。また、今回の学生のコンペの案が新たな青パト活動
を始めるのにあたってのきっかけになれば幸いです。

九州大学大学院 有馬研究室一同

おわりに

青パト専用のサイトです！ぜひ、ご覧ください！
http://teamaopato.wix.com/aopato

注） Internet Explorer 8 以前のバージョンではご覧いただけません。

Internet Explorer 9 以上でご覧ください。

これまでの助成実績や、調査の結果などもご紹

介しています！今後、いろいろな団体活動も紹介

していく予定です！

申請情報も掲載しておりますので、ぜひご覧く

ださい。

青パト専用サイト：日本財団「チーム青パト」

http://teamaopato.wix.com/aopato



